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意
味
調
べ
【
言
語
と
記
号

ｐ
２
３
１
～
ｐ
２
３
７
】

解
答
入
り

ｐ
２
３
１

○
け
だ
し
（
７
行
）
：
思
う
に
。
お
そ
ら
く

○
告
知
（
８
行
）
：
告
げ
知
ら
せ
る
こ
と
。
通
知
。

○
儀
礼
（
９
行
）
：
慣
習
と
し
て
形
式
が
整
え
ら
れ
て
い
る
礼
儀
や
儀
式
。

○
広
義
（

行
）
：
広
い
範
囲
で
と
ら
え
た
意
味

10

○
免
れ
る
（

行
）
：
好
ま
し
く
な
い
事
態
や
災
難
か
ら
の
が
れ
る
。

11

ｐ
２
３
２

○
総
称
（
２
行
）
：
あ
る
共
通
し
た
性
質
・
傾
向
な
ど
を
持
つ
個
々
の
も
の
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
呼
ぶ

こ
と
。
ま
た
、
そ
の
呼
び
名
。

○
体
系
（
４
行
）
：
個
々
の
も
の
を
筋
道
を
立
て
て
秩
序
づ
け
た
組
織
の
全
体
。
ま
た
、
個
々
の
認
識
を

一
定
の
原
理
に
基
づ
い
て
論
理
的
に
統
一
し
た
知
識
の
全
体
。

○
淵
源
（
５
行
）
：
物
事
が
生
起
す
る
お
お
も
と
。
本
源
。

○
普
遍
的
（
９
行
）
：
広
く
行
き
渡
る
さ
ま
。
ま
た
、
全
て
の
も
の
に
当
て
は
ま
る
さ
ま
。

○
観
念
（
９
行
）
：
あ
る
物
事
に
つ
い
て
人
が
抱
く
考
え
や
意
識
な
ど

○
実
（

行
）
：
誠
実
な
気
持
ち
。
真
心

12

○
お
ち
（

行
）
：
予
想
さ
れ
る
好
ま
し
く
な
い
結
末

12

○
カ
テ
ゴ
リ
ー
（

行
）
：
同
質
・
同
類
の
も
の
が
全
て
含
ま
れ
る
部
門
・
範
囲
。

13

○
概
念
（

行
）
：
物
事
に
つ
い
て
の
総
括
（
ま
と
め
）
的
な
意
味
内
容

15

○
指
向
（

行
）
：
あ
る
一
定
の
方
向
を
目
指
し
て
進
む
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
方
向
へ
向
か
わ
せ
る
こ
と
。

16

ｐ
２
３
３

○
慈
し
む
（
１
行
）
：
弱
い
立
場
の
も
の
を
、
愛
情
を
持
っ
て
大
切
に
す
る
。
い
と
お
し
む
。

○
差
異
（
７
行
）
：
二
つ
以
上
の
も
の
を
比
べ
た
と
き
の
、
違
い
や
へ
だ
た
り
。

○
ラ
ベ
ル
（

行
）
：
目
印
の
た
め
の
張
り
紙

11

○
く
く
る
（

行
）
：
ま
と
め
る

16

ｐ
２
３
４
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○
先
立
つ
（
２
行
）
：
基
準
と
な
る
も
の
よ
り
前
に
起
こ
っ
た
り
行
わ
れ
た
り
す
る
。

○
軽
々
に
（
２
行
）
：
言
動
・
考
え
な
ど
に
慎
重
さ
が
欠
け
て
い
る
さ
ま
。
か
る
が
る
し
く
。

○
ま
つ
わ
る
（
８
行
）
：
深
く
関
連
す
る

○
あ
ま
り
（

行
）
：
～
が
過
ぎ
た
そ
の
結
果
と
し
て

13

○
言
霊
（

行
）
：
古
代
日
本
で
、
こ
と
ば
に
宿
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
神
秘
的
な
霊
力
。

16

ｐ
２
３
５

○
分
節
（
３
行
）
：
一
続
き
に
な
っ
た
全
体
を
い
く
つ
か
の
区
切
り
に
分
け
る
こ
と
。

○
主
体
（
４
行
）
：
性
質
・
状
態
・
作
用
な
ど
の
主
と
し
て
、
そ
れ
を
担
う
も
の
。

○
異
に
す
る
（
６
行
）
：
～
を
別
に
す
る
。
～
を
ち
が
え
る
。

○
往
々
に
し
て
（

行
）
：
そ
う
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
さ
ま
。
時
々
。

15

ｐ
２
３
６

○
介
入
（
５
行
）
：
第
三
者
が
割
り
込
ん
で
干
渉
す
る
こ
と
。

○
仲
介
（
７
行
）
：
当
事
者
双
方
の
中
に
立
っ
て
間
を
と
り
も
ち
、
物
事
を
ま
と
め
る
こ
と
。
ま
た
、
そ

の
役
。

○
絶
す
る
（
８
行
）
：
～
を
は
る
か
に
超
え
る

○
い
わ
ん
や
・
・
を
や
（
９
行
）
：
ま
し
て
、
・
・
・
は
な
お
さ
ら
だ
。
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☆
問
題
【
言
語
と
記
号

ｐ
２
３
１
～
ｐ
２
３
７
】

ノ
ー
ト
に
貼
る
！

解
答
入
り

Ｑ
１

「
私
た
ち
の
日
常
生
活
は
ま
こ
と
に
記
号
だ
ら
け
で
あ
る
。
」
（
ｐ
２
３
・
１
行
）
と
あ
る
が
、

同
じ
ペ
ー
ジ
か
ら
三
種
類
の
「
記
号
」
に
当
た
る
も
の
を
、
あ
る
だ
け
抜
き
出
し
な
さ
い
。

Ａ
１

典
型
的
な
記
号
：
数
学
の
演
算
記
号
、
交
通
信
号
、
モ
ー
ル
ス
信
号
、
地
図
の
標
識

記
号
と
見
な
せ
る
も
の
：
喜
怒
哀
楽
を
示
す
表
情
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
、
衣
服
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー

広
い
意
味
で
の
記
号
：
儀
礼
、
音
楽
、
絵
画
、
彫
刻
、
演
劇
、
建
築

Ｑ
２

記
号
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
そ
の
定
義
を
ｐ
２
３
１
か
ら
一
つ
、
ｐ
２
３
２
か
ら

一
つ
抜
き
出
し
な
さ
い

Ａ
２

①
自
分
と
は
（

別
の
現
象

）
を
（

告
知
し
た
り
指
示
し
た
り
す
る

）
も
の

②
（

一
定
の
思
想
内
容

）
を
（

示
す
た
め
の
手
段

）

と
し
て
の
、

（

文
字
・
符
号
な
ど
の
総
称

）

Ｑ
３

「
広
義
の
記
号
性
を
完
全
に
は
免
れ
て
い
な
い
」
（
ｐ
２
３
１
・
１
０
行
）
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
、
次
の
中
か
ら
正
解
者
を
選
び
な
さ
い
。

Ａ
３

タ
ン
ジ
ロ
ウ
：
「
ど
う
み
て
も
記
号
で
し
か
な
い
よ
ね
」
と
い
う
意
味
じ
ゃ
な
い
か
な
。

○
ゼ
ン
イ
ツ

：
違
う
よ
「
広
い
意
味
で
考
え
る
と
記
号
っ
ぽ
い
ね
」
っ
て
意
味
だ
と
思
う
よ
。

イ
ノ
ス
ケ

：
「
広
い
目
で
見
て
も
、
記
号
と
か
あ
り
え
な
い
」
っ
て
こ
と
に
違
い
な
い
。

ネ
ズ
コ

：
う
ー
ー
ー

Ｑ
４

「
記
号
学
」
（
ｐ
２
３
２
・
３
行
）
に
お
い
て
、
「
記
号
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
る
か
、
ｐ
２
３
２
の
真
ん
中
付
近
よ
り
二
カ
所
抜
き
出
し
な
さ
い
。

Ａ
４

①
常
に
（

な
ん
ら
か
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
指
差
し
て
い
る
コ
ピ
ー

）
と
し
て
の
記
号

②
（

本
物

）
を
（

指
差
す
代
用
品

）
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Ｑ
５

「
本
質
的
な
違
い
」
（
ｐ
２
３
３
・
２
行
）
と
は
、
何
と
何
が
ど
の
よ
う
に
違
う
か
説
明
せ
よ
。

Ａ
５

（

そ
の
他
の
記
号

）
は
い
つ
も
（

同
一

）
の
（

意
味

）
を
示
す
の
に
対
し

て
、
（

言
語
記
号

）
は
使
う
人
や
、
時
と
場
合
に
よ
り
（

微
妙

な

差
異

）

が
生
じ
る

Ｑ
６

「
既
に
存
在
す
る
人
間
や
事
物
に
ラ
ベ
ル
を
貼
り
付
け
る
」
（
ｐ
２
３
３
・
１
１
行
目
）
の
具
体

例
を
、
同
じ
ペ
ー
ジ
か
ら
十
五
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い

Ａ
６

も
ら
っ
て
き
た
犬
を
ポ
チ
と
名
付
け
る

Ｑ
７

「
『
存
在
が
名
称
に
先
立
つ
。
』
と
い
う
結
論
を
軽
々
に
下
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
」

（
ｐ
２
３
４
・
２
行
）
と
筆
者
が
言
う
の
は
な
ぜ
か
、
説
明
し
な
さ
い
。

Ａ
７

赤
子

犬

↑
日
本
人
は
区
別
す
る
が
、

区
別
し
な
い
言
語
も
あ
る

子
ど
も

狸

と
い
う
こ
と
は
・
・
・

存
在
す
る
か
ら
名
前
を
つ
け
る
と
は
断
言
で
き
な
い

Ｑ
８

「
名
と
い
う
の
は
む
し
ろ
事
物
の
本
質
で
あ
っ
て
、
事
物
そ
の
も
の
が
名
と
と
も
に
初
め
て
分
節

さ
れ
、
存
在
を
開
始
す
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
」
（
ｐ
２
３
５
・
２
行
）
と
あ
る
が
、
こ
れ

は
ど
う
い
う
こ
と
か
説
明
し
な
さ
い
。

Ｑ
９

「
主
体
の
意
識
の
方
も
同
様
に
差
異
化
さ
れ
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
説
明
し
な
さ
い
。

Ａ
８

Ａ
９

毛
が
生
え
た

「
犬
」
「
猫
」
「
狸
」

動
物

？

い
う
名
を
知
る

「
犬
」
「
猫
」
「
狸
」
と
区
別

で
き
る

私
た
ち
は
、
名
前
を
知
る
こ
と
で
「
犬
」
を
猫
や
狸
で
は
な
く
「
犬
」
だ
と

認
識
で
き
る
よ
う
に
な
る
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Ｑ
１
０
「
二
つ
の
全
く
次
元
を
異
に
す
る
作
用
」
（
ｐ
２
３
５
・
６
行
）
を
説
明
し
て
あ
る
一
文
を
、

こ
れ
よ
り
後
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。

Ａ
１
０

一
次
的
に
は
、
そ
れ
ま
で
分
節
さ
れ
な
か
っ
た
観
念
や
事
物
の
マ
グ
マ
に
区
切
り
を
入
れ
て
、

こ
れ
を
存
在
せ
し
め
る
根
源
的
作
用
で
あ
り
、
二
次
的
に
は
そ
の
よ
う
に
し
て
つ
く
ら
れ
た
存

在
に
ラ
ベ
ル
を
貼
る
作
用
で
あ
る
。

Ｑ
１
１
「
根
源
的
作
用
」
（
ｐ
２
３
５
・
８
行
）
と
あ
る
が
、
な
ぜ
「
根
源
的
」
と
言
え
る
の
か
、
次
の

文
章
の
空
欄
を
、
文
中
の
適
語
で
埋
め
な
さ
い
。

Ａ
１
１

（

観
念

）
や
（

事
物

）
が
「
名
付
け
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
（

存
在

）

す
る
か
ら

Ｑ
１
２

「
言
葉
が
可
能
に
し
た
思
考
に
よ
っ
て
道
具
一
般
が
製
作
さ
れ
、
そ
の
道
具
類
や
こ
れ
を
用
い

る
生
産
活
動
が
、
世
界
を
つ
く
り
出
す
」
（
ｐ
２
３
６
・
１
行
）
の
具
体
例
を
、
同
じ
ペ
ー
ジ

よ
り
一
つ
抜
き
出
し
な
さ
い
。
（
答
え
は
三
つ
あ
り
ま
す
。
ど
れ
で
も
い
い
で
す
）

Ａ
１
２

じ
ょ
う
ろ
で
散
水
す
る
水
と
水
道
の
蛇
口
か
ら
ほ
と
ば
し
る
水

う
ち
わ
が
分
節
す
る
風
と
冷
暖
房
機
が
分
節
す
る
風

ふ
す
ま
や
障
子
で
仕
切
ら
れ
る
日
本
的
生
活
空
間
と
、
錠
の
掛
か
る
ド
ア
が
仕
切
る
欧
米
の
生

活
空
間

Ｑ
１
３

「
平
素
は
他
の
一
般
記
号
と
同
じ
よ
う
に
振
る
舞
い
、
そ
の
仮
面
の
下
に
本
性
を
隠
し
て
い
る
」

（
ｐ
２
３
６
・
１
５
行
）
と
あ
る
が
、
「
平
素
」
と
「
本
性
」
の
ど
ち
ら
が
「
一
次
的
」
で
ど

ち
ら
が
「
二
次
的
」
か
答
え
な
さ
い
。

Ａ
１
３

平
素
・
・
二
次
的
作
用

本
性
・
・
一
次
的
作
用


